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【動物を飼うということ】     一宮市立浅井中小学校 校長 図師 泰洋 

現在、本校では３羽のうさぎを飼っています。うさぎの名前

は、バニラ、ミント、ミルクです。飼育委員が、全校児童から

名前を募集して決めました。昨年度は４羽の新たな命が誕生し、

最大７羽の時もありました。しかし、ご存じのとおり、異常な

暑さで飼育委員も一生懸命に世話をしていましたが、体調を崩

したり、食欲がなくなったりして、うまく発育できないうさぎ

もいました。なんとか、３羽は記録的な猛暑と厳しい冬を乗り

切ることができました。 

さて、私の家でも子どもたちが小さい頃、柴犬を飼っていました。息子が「飼いたい。自分

がしっかり世話をするから」と哀願され飼いはじめました。息子は、家に帰ってくると必ず犬

に声をかけ心を癒していました。息子が就職すると、フンを捨てたり、水をかえたりするのは、

私の役目になっていました。 

皆さんの中にも、犬や猫などの動物を飼ってみえる方がいると思います。できるだけ、子ど

もに世話をさせる機会を与えてください。世話をさせることによって、子どもは「思いやりの

心」「責任感」「命の大切さ」など学ぶことができます。もちろん「別れ」という避けられない、

つらい経験をする場合もあります。 

本校では毎年、獣医さんに来ていただき、「動物ふれあい教室」

を実施しています。獣医さんからは、歯が２８本あることや口

で呼吸することができないため鼻をひくひくさせることなど

うさぎの特徴について教えてもらい、その後、一人ずつうさぎ

を膝の上にのせて、触らせていただきました。また、うさぎの

鼓動を聴診器できかせてもらいました。はじめは、うさぎが緊

張して心拍が速かったのですが、子どもとうさぎがリラックス

してくると、心拍も遅くなることに気がつき驚いていました。

最近、昼放課にうさぎ小屋をのぞくと、うさぎたちは元気に小屋の中を走り回っています。 

ご来校の際、お時間がありましたら、ぜひバニラ、ミント、ミルクをご覧ください。最後に、

今後とも浅井四小中学校に皆様方のご支援、ご協力をよろしくお願いします。 

地域づくり協議会「総会」 

「平成 30年度地域づくり協議会総会」が 3月 20 

日(水)午後 7 時より浅井公民館大会議室にて開催され 

ました。30 年度の事業と決算の報告、並びに役員の 

改選、31年度事業計画等について協議しました。 

新しい役員体制の下、全員で重点施策である浅井町 

を安全で安心な町に、そして青少年の健全育成に尽力することを確認しました。 
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                           平成３１年度町会長の紹介 

                           前列左から 伊藤裕彦(西浅井) 

                           金沢辰男(江森) 山口賢治(東浅井)      

                           井上幹敏(大日比野) 細川孝夫 

                           (東尾関) 大楠隆信(ナビ) 岩田靖宏

弘                          (西海戸) 中列左から 中島浩二 

                           (柳下) 藤田秀紀(河端) 坂井田幸雄 

                           (本郷) 尾関憲男(新田) 宇野賢明  

                           (宝生町) 岩田光廣(前野) 梶原洋司 

                           (晴林台) 笹岡重彦(長田) 

  後列左から 小澤己規彦(尾関) 

松岡政廣(極楽寺) 青野隆德(大野) 杉原彰(河田) 南部政信(黒岩) 林史郎(平山) 齋藤孝(桜の里)  

所長 福永直人 （）内は町内名、敬称は省略  

会長就任のごあいさつ    浅井町地域づくり協議会 会長 栗本 和徳 

            平成 31年 3月 20日(水)の地域づくり協議会総会にて会長に選任 

 されました東尾関の栗本和徳です。平成 25 年に創設された浅井町地

域づくり協議会ですが、私が 3 代目の会長を引き受けることとなりま

した。皆様方のご支援とご協力を宜しくお願いします。平成 31 年度

は、特に防災訓練を従来とは違った方法で実施したい、また昨年好評

であった「男の料理教室」も今年は、講師をなくし受講生がメニュー

を選択、そして買い出しも行う教室にしたいと考えています。防災訓

練も男の料理教室も手作りの事業となるよう皆様方のご協力を宜しく 

お願いします。精一杯頑張りますので、皆様方のご支援をお願いします。 

身近でより愛される公民館を目指して   浅井公民館長  大野 史郎 

 4月より、浅井公民館の館長に就任いたしました大野の大野史郎です。 

2 年間よろしくお願いいたします。 

 さて、浅井公民館では、公民館の運営だけではなく、色々なイベント 

を開催しています。３大行事と言われます、盆踊り大会、町民運動会、 

文化祭を始め、各種講座やスポーツイベントﾄ等の活動をしています。 

そしてこれらの行事全てにおいて、公民館部員、各町内から参加して頂 

く公民館担当委員、さらに各種団体の皆様方のご協力で運営しています 

が、近年の急速な少子高齢化により、運営面でも、参加される方におか 

れましても見直しが必要かと思われます。今後、より身近な公民館となりますよう努力してい

く所存です。皆様方のご理解とご協力をお願いいたします。 

就任のあいさつ   児童育成協議会 会長 高山幸四郎 

この度、児童育成協議会会長に就任いたしました江森の高山幸四郎  

です。昨年度は、連区長を務めさせていただきました。その節は大変

お世話になりました。この児童育成協議会については正直言って知識

はほとんどありません。ただ、浅井町内のお子さんの健全育成に役立

つ施策を展開するとともに、協議会メンバー等の意見の吸い上げや改

善を積極的に進めていきたいと考えています。浅井町内の皆様のご理

解とご協力をよろしくお願いいたします。 

 ＜お詫びと訂正＞ 前号 4月号の「防犯ブザー贈呈」の記事のなかで、浅井北小学校長のお名前が 

 「樋口校長」となっておりました。正しくは「樋野校長」です。お詫びして訂正させていただきます。 


